
自己啓発にあたっての問題点

O rL忙しくて自己啓発の余裕がないJく40. 1%lをあげた者の割合が最も
高く.次いでr費用がかかりすぎるJく35. 8%IJ自己啓発の結果が社
内で評価されないJく16. 80Jolとなっているo

自己啓発にあたっての問題点く複数回答1

忙しくて自己啓発の余裕がない

費用がかかりすぎる

自己啓発の結果が社内で評価されない

休暇取得.早退などが会社の都合でできない

コ-ス受講や資格取得の効果が定かでない

セミナー等の情報が得にくい

適当な教育訓練機関が見つからない

やるべきことがわからない

その他

特に問題はない

無回答
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資料出所二厚生労働省委託r能力開発基本調査報告書J
く平成15年度 三井情報開発株式会社総合研究所l

串上記資料所収のアンケ-ト調査の実施時期は平成16年1月-2月
串アンケ-トの対象は.全国.全業種の企業から無作為抽出した従業員30人以上の企業10,000社に
勤務する者く各企業3名ずつI
ホ対象者数30,000人.有効回答数5,039人
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